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■議決の結果及び内容（詳しくは町ＨＰの会議録をご覧下さい。図書館でも閲覧可能です。）
 議案番号 件 名 及 び 内 容   議決年月日 議決の結果

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 28年６月６日 推薦答申
 ◆人権擁護委員として、武内康文氏、森茂氏、橘宏氏の推薦に異議なし
 と答申する。

報告第１号 松茂町土地開発公社平成28年度事業計画及び予算並びに 28年６月６日 報  告  済
 平成27年度決算に関する書類の提出について
 ◆松茂町土地開発公社平成27年度収入支出決算及び平成28年度予算に
 ついての報告。

報告第２号 平成27年度松茂町一般会計繰越明許費繰越計算について 28年６月６日 報  告  済
 ◆次の各事業を平成28年度に繰越することの報告。
 　自治体システム強靱性向上対応事業　　繰越額　1,481万5千円
 　津波防災センタ－・中央庁舎建築事業　繰越額　2億5,000万円
 　個人番号カ－ド交付事業　　　　　　　繰越額　   436万7千円
 　伊沢裏地区排水ポンプ整備事業　　　　繰越額　      4,220万円

報告第３号 平成27年度松茂町水道特別会計継続費繰越計算について 28年６月６日 報  告  済
 ◆次の事業を平成28年度に繰越することの報告。
 　上水道拡張事業（第２期）　　　　　　繰越額　　    6万8千円

報告第４号 専決処分の報告について 28年６月６日 報  告  済
 専決第１号　中喜来排水機場ポンプ整備工事変更請負契約
 　　　　　　締結について
 ◆変更後の契約金額　198,002,880円

 専決第２号　伊沢裏地区排水ポンプ工事変更請負契約締結 28年６月６日 報  告  済
 　　　　　　について
 ◆変更後の契約金額　67,074,480円

 専決第３号　松茂町総合体育館耐震改修工事変更請負契約 28年６月６日 報  告  済
 　　　　　　締結について
 ◆変更後の契約金額　268,596,000円

 専決第４号　津波防災センタ－・中央庁舎建築工事変更請 28年６月６日 報  告  済
 　　　　　　負契約締結について
 ◆変更後の契約金額　1,031,518,800円

 専決第５号　工業団地下水道工事その３変更請負契約締結 28年６月６日 報  告  済
 　　　　　　について
 ◆変更後の契約金額　67,937,400円

 専決第６号　工業団地下水道工事その４変更請負契約締結 28年６月６日 報  告  済
 　　　　　　について
 ◆変更後の契約金額　91,216,800円

発議第２号 議員派遣の件 28年６月６日 原案可決

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 28年６月17日 承　　認
 専決第７号　松茂町税条例等の一部を改正する条例
 ◆地方税法の改正により法人住民税、固定資産税、軽自動車税の環境性
 能割の創設など、本町税条例の関連部分を改正。
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 議案番号 件 名 及 び 内 容   議決年月日 議決の結果

 専決第８号　松茂町国民健康保険税条例の一部を改正する 28年６月17日 承　　認
 　　　　　　条例
 ◆地方税法施行令等の改正により、課税限度額及び軽減判定所得の改正。

 専決第９号　松茂町固定資産評価審査委員会条例の一部を 28年６月17日 承　　認
 　　　　　　改正する条例の一部を改正する条例
 ◆条例準則の改正により、附則の経過措置の一部を改正。

 専決第10号　平成27年度松茂町一般会計補正予算（第６号） 28年６月17日 承　　認
 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1億1,246万2千円を
 追加し、総額を64億8,072万8千円とする。

 専決第11号　平成27年度松茂町農業集落排水特別会計補正 28年６月17日 承　　認
 　　　　　　予算（第３号）
 ◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ47万5千円を減額
 し、総額を1億164万5千円とする。

 専決第12号　平成27年度松茂町公共下水道特別会計補正予 28年６月17日 承　　認
 　　　　　　算（第５号）
 ◆既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ1,409万1千円を
 減額し、総額を5億1,352万1千円とする。

 専決第13号　平成27年度松茂町水道特別会計補正予算（第 28年６月17日 承　　認
 　　　　　　４号）
 ◆資本的収入で、1,286万6千円を減額し、総額を2億2,259万7千円とし、
 資本的支出で、1,497万5千円を減額し，総額を3億769万7千円とする。

議案第40号 松茂町行政手続における特定の個人を識別するための番号 28年６月17日 原案可決
 の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個
 人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
 ◆松茂町の社会保障、税及び災害対策の分野でマイナンバ－を含む特定
 個人情報を利用する事務に、新たに４事務を追加。

議案第41号 平成28年度松茂町一般会計補正予算（第１号） 28年６月17日 原案可決
 ◆既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ417万9千円を追加し、
 総額を65億8,317万9千円とする。

 委員会の閉会中の継続調査について 28年６月17日 原案可決
 ◆総務常任委員会、産業建設常任委員会、教育民生常任委員会、議会運
 営委員会、広報特別委員会及び地震・津波対策特別委員会は継続調査を
 行う。

追加議案

議案第42号 松茂町老人福祉センター改修工事請負契約締結について 28年６月17日 原案可決
 ◆契約金額：1億8,867万6千円
 　契約の相手方：株式会社多田組

議案第43号 工業団地下水道工事その５請負契約締結について 28年６月17日 原案可決
 ◆契約金額：1億584万円　
 　契約の相手方：大東興業株式会社
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鎌
田 

寛
司 

議
員

本
年
度
よ
り
、
ま
つ
し
げ
保
育

所
が
民
間
移
管
さ
れ
、
こ
れ
で

町
内
の
全
保
育
所
が
民
営
化
さ
れ
た
。

民
間
移
管
の
目
的
は
、
た
だ
保
育
コ
ス

ト
の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
の
知

恵
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
多
様
で
柔

軟
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
・
拡
充
す

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の

も
と
、
保
育
方
針
・
保
育
計
画
を
立
て

運
営
に
努
め
て
い
る
と
思
う
が
、
順
調

に
運
営
が
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
保
護

者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
は
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

町
は
民
間
移
管
す
る
際
、
安
定

的
な
経
営
の
も
と
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
に
努
め
、
国
の
保
育
指
針

を
基
本
と
し
た
保
育
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
を
条
件
に
付
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
こ
の
条
件
ど
お
り
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
町
へ
の
ク
レ
ー
ム
は
、

子
ど
も
の
預
け
方
・
迎
え
方
に
変
更
が

あ
り
、
時
間
が
か
か
る
、
制
服
着
用
で

従
来
よ
り
も
費
用
が
か
か
る
、
年
度
途

中
で
の
他
の
保
育
所
へ
の
転
所
希
望
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
移

管
法
人
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
直
接
の
対
応
は
保
育
所
長
が
行
い
ま

す
が
、
町
の
担
当
課
も
保
育
所
と
連
携

し
、
保
育
業
務
全
般
の
適
正
な
遂
行
に

努
め
ま
す
。

佐
藤 

道
昭 

議
員

県
道
徳
島
空
港
線
西
延
伸
事
業

も
完
了
し
、
昨
年
三
月
十
四
日

に
は
松
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
も
開
通
し
た
。
こ
れ
で

町
も
高
速
道
路
と
直
結
し
、
そ
の
効
果

も
今
後
、
ま
す
ま
す
あ
ら
わ
れ
て
く
る

と
期
待
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
の
完
了
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
こ
の
道
路
を
有
効
活
用

し
て
、
ま
す
ま
す
町
が
発
展
し
て
い
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
町
は
、

松
茂
Ｓ
Ｉ
Ｃ
開
通
の
関
係
で
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

松
茂
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
開
通
区
間
を
最

大
限
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す

る
に
は
、
地
域
産
業
活
動
の
支
援
及
び

企
業
誘
致
の
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
速
網
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、具
体
的
に
は
、松
茂
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
や
、

国
道
十
一
号
と
県
道
徳
島
空
港
線
西
延

伸
に
よ
り
結
ば
れ
た
周
辺
地
域
に
お
い

て
、
交
通
の
利
便
性
が
格
段
向
上
し
た

こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
地

区
計
画
を
策

定
し
、「
物
流

施
設
」
や
「
商

業
施
設
」
を

誘
致
し
た
い

と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
二
回
目
の
定
例
会
が
六
月
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
に
当
た
る
八
日
に
は
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
質
問
者
も
多
く
、
福
祉
を
中
心
に
、
広
く
町
政
全

般
に
わ
た
り
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
を
聞
き
た
い
！

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

 
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

保
育
所
運
営
業
務
委
託

に
つ
い
て

1

議会会議録は
松茂町図書館に
配置してあります

高
速
道
路
、
県
道
徳

島
空
港
線
西
延
伸
事

業
供
用
開
始
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

1



まつしげ町議会だより　2016.9　第65号５

板
東 

絹
代 

議
員

平
成
二
十
四
年
七
月
に
京
都
府

亀
岡
市
で
発
生
し
た
登
校
中
の

児
童
の
列
に
車
が
突
入
し
た
事
故
を
受

け
、
文
部
科
学
省
、
国
土
交
通
省
、
警

察
庁
か
ら
、
通
学
路
の
緊
急
合
同
点
検

の
要
請
が
出
て
、
町
も
点
検
を
行
っ
た
。

ま
た
私
自
身
も
日
ご
ろ
、
車
を
運
転
し

て
い
て
、
危
険
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
以
下
の
五
点
を
尋
ね
る
。

⑴
右
の
緊
急
合
同
点
検
の
結
果
を
受
け

て
の
対
策
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た

そ
の
後
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
。

⑵
歩
道
の
な
い
道
路
に
は
路
肩
部
分
に
、

い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
け

て
、
歩
行
者
・
運
転
者
双
方
に
歩
く

部
分
が
よ
り
明
確
に
わ
か
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

⑶「
交
差
点
注
意
」「
減
速
」
な
ど
、
注

意
を
喚
起
す
る
路
面
表
示
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

⑷
登
下
校
時
に
は
短
時
間
で
は
あ
る
が
、

多
く
の
児
童
生
徒
が
横
断
歩
道
の
脇

に
た
ま
り
、
歩
道
か
ら
あ
ふ
れ
か
ね

な
い
ほ
ど
だ
。
児
童
生
徒
が
安
心
に

信
号
待
ち
が
で
き
る
待
機
空
間
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

⑸
学
校
で
の
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の

指
導
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⑴
緊
急
合
同
点
検
の
結
果
、
十

九
カ
所
の
危
険
・
要
注
意
箇
所

が
指
摘
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
中

に
す
べ
て
改
善
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察
、
県
、
町
で
点
検

を
続
け
、
随
時
改
善
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
最
近
で
は
地
域
の
方
か
ら

も
危
険
・
要
注
意
箇
所
の
ご
連
絡
を

い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
で
も
通
学
路

の
安
全
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
、
本
年
度
、
住

吉
地
区
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
を
整
備

し
ま
す
。
今
後
も
必
要
と
認
め
ら
れ

る
設
置
可
能
箇
所
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶
注
意
喚
起
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止

に
有
効
な
箇
所
に
は
、
警
察
と
協
議

の
上
、「
交
差
点
注
意
」「
減
速
」
等

の
路
面
表
示
を
設
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑷
横
断
歩
道
は
本
来
、
待
機
場
所
が
な

け
れ
ば
設
置
で
き
ま
せ
ん
が
、
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
、
登
下
校
時
に
は

児
童
生
徒
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
学
校
や
教
育
委
員
会
、
ま
た

道
路
管
理
者
の
立
場
か
ら
現
状
を
調

査
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
か
検
討
し
ま
す
。

⑸
各
学
校
で
毎
年
、
計
画
的
に
交
通
安

全
教
室
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
学
校
集
会
等
の
機
会
を
と

ら
え
、
交
通
安
全
指
導
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
生
徒
で
構
成
す
る
交
通

委
員
会
に
よ
る
交
通
安
全
指
導
、
特

に
自
転
車
の

ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
に
つ
い

て
の
指
導
が

自
主
的
に
行

わ
れ
て
い
ま

す
。

県
は
徳
島
県
版
「
地
方
創
生
特

区
」
を
昨
年
に
創
設
し
、
最
大

三
年
間
、
事
業
費
の
三
分
の
二
（
上
限

額
五
百
万
円
）
を
、
県
の
調
整
・
助
言

を
通
じ
て
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。
県

は
十
事
業
程
度
の
指
定
を
目
指
し
て
い

る
が
、現
在
、四
事
業
が
既
に
指
定
さ
れ
、

残
り
六
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
町
は
、

こ
の
県
版「
地
方
創
生
特
区
」に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も
り
か
。

県
の
特
区
制
度
は
、
県
の
権
限

に
か
か
わ
る
規
制
改
革
・
制
度

改
革
へ
の
提
案
が
条
件
に
付
せ
ら
れ
、

本
町
と
し
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
。

本
町
と
し
て
は
、
む
し
ろ
国
（
内
閣
府
・

防
衛
省
）
の
交
付
金
・
補
助
金
を
利
用

す
る
ほ
う
が
、
金
額
や
条
件
面
で
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
有
効
と
考
え
、
こ

ち
ら
を
優
先
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
本
町
を
取
り
巻
く
経
済
・
社

会
情
勢
の
変
化
は
激
し
く
、
今
後
と
も

国
・
県
を
問
わ
ず
、
本
町
の
事
業
推
進

に
ふ
さ
わ
し
い
財
源
を
適
時
適
切
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

1

徳
島
県
版
「
地
方
創
生

特
区
」
に
つ
い
て

2
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
の
と
き
に
は
電
気
機
器

が
原
因
と
な
っ
た
火
災
が
多
発
し
た
。

こ
の
よ
う
な
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
一
定
の
震
度
を
感
知
し
た
ら
通

電
を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普

及
啓
発
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
も
ち
ろ

ん
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
例
え
ば
地

震
発
生
後
、
自
動
的
に
通
電
が
遮
断
さ

れ
る
こ
と
で
屋
内
照
明
が
つ
か
ず
、
避

難
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
か
ら
情
報
を
得
ら

れ
な
く
な
る
な
ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
、

町
民
の
皆
様
に
周
知
し
、
火
災
防
止
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
と
比
較
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
設
置
が
進
め
ば
い
い
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
啓
発
の
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
の
際
と
同
様
に
、
七
十
歳
以
上
の
方

の
み
の
、
及
び
独
居
の
世
帯
に
は
無
料

で
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
に
は
一
定
額
を

補
助
し
て
は
ど
う
か
。

内
閣
府
の
調
査
で
は
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
普
及
率
は
全
国
で

六
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
普

及
が
進
ま
な
い
主
な
理
由
は
周
知
不
足
、

費
用
負
担
、
通
電
遮
断
へ
の
抵
抗
感
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
啓
発
を

図
る
に
は
、
ま
さ
に
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、同
装
置
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
を
含
め
た
周
知
の
徹
底
が
ま
ず
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
広
報

誌
等
で
周
知
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
減
災
対
策
事
業
補
助
制
度
の
拡
充
等

を
含
め
、
地
震
・
津
波
対
策
特
別
委
員

会
で
協
議
を
い
た
だ
き
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
田 　

修 

議
員

四
月
に
起
き
た
熊
本
地
震
で
は
、

高
齢
者
の
犠
牲
者
が
目
立
ち
、

障
が
い
者
を
含
め
、
自
力
避
難
が
困
難

な
住
民
、
い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
の
避
難

と
い
う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

こ
の
機
会
に
町
の
現
状
に
つ
い
て
以
下

の
二
点
を
求
め
る
。

⑴
災
害
弱
者
の
名
簿
作
成
の
状
況
は
ど

う
か
。
他
の
関
係
組
織
と
情
報
共
有

は
進
ん
で
い
る
か
。
名
簿
に
登
録
し

て
も
、
そ
の
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
公
開
を
す
る
よ
う
説

得
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

⑵
災
害
弱
者
が
避
難
し
や
す
い
福
祉
避

難
所
は
現
在
、
町
内
に
二
カ
所
あ
る
。

熊
本
地
震
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
実

際
に
被
災
す
る
と
、
そ
の
能
力
を
一

〇
〇
％
発
揮
で
き
な
い
。
二
カ
所
で
は

い
か
に
も
少
な
い
気
が
す
る
が
、
町

の
見
解
を
求
め
る
。
ま
た
福
祉
避
難

所
と
し
て
の
訓
練
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

福
祉
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
は
福
祉
の
部
局
が
行
う
こ
と
で

あ
り
、
う
ち
は
知
ら
な
い
な
ど
、
旧

来
の
お
役
所
仕
事
的
な
対
応
に
な
ら

な
い
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
。

⑴
本
年
四
月
時
点
で
要
援
護
者

の
対
象
総
数
は
千
七
百
六
十
名
、

そ
の
う
ち
公
開
可
能
な
方
が
七
百
九

十
名
と
い
う
形
で
名
簿
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
非
公
開
を
望
ま
れ
る
方
の

実
態
を
見
る
と
、
約
八
百
名
は
、
実

際
に
は
自
力
で
避
難
可
能
な
六
十
五

歳
以
上
の
方
で
し
た
。

　

他
機
関
と
の
情
報
共
有
は
、
警
察

と
民
生
児
童
委
員
に
は
公
開
可
能
な

方
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
へ
の
情
報

提
供
は
ま
だ
で
す
の
で
、
今
後
、
情

報
提
供
を
い
た
し
ま
す
。

⑵
現
在
の
町
と
協
定
を
結
ん
だ
福
祉
避

難
所
二
カ
所
の
受
入
可
能
人
数
は
四

十
名
で
、
近
隣
市
町
村
と
比
べ
て
も

災
害
弱
者
の
避
難
に
つ

い
て

1

地
震
に
よ
る
電
気
火
災

対
策
に
つ
い
て

3
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遜
色
な
い
水
準
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
県
内
の
状
況
や
施
設
の
条
件
等

を
検
討
し
、
国
・
県
の
指
導
を
受
け

つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

福
祉
避
難
所
と
し
て
の
訓
練
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
全
体
と
し

て
の
訓
練
を
行
う
際
、
福
祉
避
難
所

と
関
係
機
関
と
の
連
絡
・
連
携
に
関

す
る
訓
練
は
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
町
の
地
震
・
津
波
等
に
対

す
る
施
策
の
内
容
は
全
職
員
に
周
知

が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
議
員
ご
懸

念
の
よ
う
な
対
応
に
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

⑴
障
害
者
差
別
解
消
法
が
本
年

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
同

法
で
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
や
合
理
的
配
慮
の

具
体
例
を
盛
り
込
ん
だ
対
応
要
領
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
策
定
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

そ
の
内
容
の
職
員
へ
の
周
知
・
教
育

は
で
き
て
い
る
か
。

⑵
町
の
第
二
次
障
が
い
者
計
画
に
つ
い

て
、
以
下
の
六
点
を
質
問
し
た
い
。

①
福
祉
研
修
で
教
職
員
へ
の
一
斉
研

修
は
だ
れ
が
ど
う
行
う
の
か
。

②
特
別
支
援
指
導
員
を
配
置
と
あ
る

が
、
そ
の
採
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

③
発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
・
対
応

の
た
め
、
身
近
に
発
達
検
査
が
で

き
る
体
制
を
つ
く
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
体
制
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

④
相
談
体
制
の
整
備
の
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
強
化
と
あ
る
が
、
そ

れ
で
相
談
員
や
相
談
支
援
専
門
員

を
確
保
で
き
る
の
か
。
役
所
Ｏ
Ｂ

を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

⑤
入
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ

の
待
機
者
解
消
と
あ
る
が
、
具
体

的
に
ど
う
す
る
の
か
。

⑥
町
営
住
宅
、
例
え
ば
笹
木
野
団
地

に
は
空
室
が
多
い
が
、
特
に
一
階

部
分
に
お
い
て
ベ
ラ
ン
ダ
へ
の
リ

フ
ト
設
置
に
よ
る
段
差
解
消
や
浴

室
・
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
い
、
障

が
い
者
・
高
齢
者
向
け
住
宅
に
し

て
は
ど
う
か
。

⑴
対
応
要
領
は
、
県
の
障
が
い

福
祉
課
の
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
町
の
町
民
福
祉
課
、
総
務
課

に
て
現
在
作
成
中
で
す
。
対
応
要
領

に
は
段
差
解
消
や
難
聴
者
の
た
め
に

静
謐
な
部
屋
の
確
保
等
、
新
た
な
施

設
が
必
要
な
対
応
も
あ
り
ま
す
の
で
、

新
庁
舎
で
執
務
が
始
ま
る
十
二
月
を

目
途
に
対
応
要
領
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

ま
た
職
員
へ
の
周
知
・
教
育
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
職
員
が
日
常
業
務

で
使
う
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
周
知

す
る
と
と
も
に
、
従
前
か
ら
行
っ
て

い
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
修

や
新
規
任
用
職
員
向
け
の
障
が
い
者

対
応
研
修
等
で
積
極
的
に
教
育
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
①
一
斉
研
修
に
つ
い
て
は
、
町
内
の

全
教
職
員
で
構
成
す
る
松
茂
町
学

校
教
育
研
究
会
に
て
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
行
う
よ
う
に
調
整
中
で

す
。

②
特
別
支
援
指
導
員
の
採
用
に
関
し

て
は
、
大
学
や
他
自
治
体
の
教
育

委
員
会
と
情
報
共
有
・
交
換
を
行

い
、
か
つ
児
童
生
徒
の
状
況
を
勘

案
し
、
よ
り
き
め
細
か
い
教
育
の

充
実
を
目
指
し
、
そ
の
採
用
に
努

め
ま
す
。

③
発
達
検
査
と
し
て
、
今
年
度
か
ら

鳴
門
教
育
大
学
の
臨
床
心
理
士
に

よ
る
相
談
・
検
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

④
相
談
業
務
に
は
一
定
の
資
格
と
実

務
経
験
を
有
す
る
相
談
支
援
専
門

員
や
相
談
員
が
必
要
で
、
役
所
Ｏ

Ｂ
で
は
対
応
で
き
な
い
と
考
え
ま

す
。
町
で
は
民
間
の
八
事
業
所
で

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
現
在
、
町
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
入
所
施
設
で
は
実
質
的
に
待
機

者
は
い
ま
せ
ん
。（
入
所
施
設
に

は
二
名
の
待
機
者
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
方
々
は
将
来
、
保
護

者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
在
宅
で

の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
ら
入
所

し
た
い
と
い
う
方
々
で
す
）

⑥
笹
木
野
団
地
は
築
後
四
十
数
年
を

経
過
し
た
上
、
狭
隘
で
も
あ
り
、

改
修
は
困
難
で
す
。
新
し
く
建
っ

た
中
喜
来
団
地
、
長
原
団
地
で
は

ス
ロ
ー
プ
で
進
入
可
能
と
し
て
い

ま
す
し
、
今
後
町
営
住
宅
の
建
て

替
え
を
行
う
場
合
は
、
障
が
い
者
・

高
齢
者
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に

努
め
ま
す
。

第
二
次
松
茂
町
障
が
い

者
計
画
等
に
つ
い
て

2
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常
任
委
員
会

 

　

 
委
員
長
レ
ポ
ー
ト

　

第
二
回
定
例
会
に
お
け
る

委
員
長
報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
各
会
計
の
補
正
総
額
等
は
、
議
決
の

結
果
及
び
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

森
谷　

靖

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案
件
の
専
決
四
件

と
議
案
二
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
及
び
同
政
令
並
び
に
省
令
が
そ

れ
ぞ
れ
公
布
に
伴
い
、
本
町
税
条
例
に

関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
の
で
、
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
一
日
に
松
茂
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
を

し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
一
点
目
が
法

人
住
民
税
の
税
率
の
見
直
し
で
す
。

　

二
点
目
が
、
固
定
資
産
税
の
わ
が
ま

ち
特
例
の
導
入
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
と
津
波
対
策
の
用
に

供
す
る
償
却
資
産
の
課
税
標
準
に
特
例

率
を
適
用
す
る
も
の
で
す
。

　

三
点
目
が
、
軽
自
動
車
税
に
お
け
る

環
境
性
能
割
の
創
設
と
軽
自
動
車
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直
し
で
す
。

　

改
正
の
施
行
期
日
は
、
附
則
に
お
い

て
別
途
指
定
の
あ
る
も
の
以
外
は
、
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
政
令
の
公
布
に
伴
い
、
本
町

の
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
を
行

う
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
平
成
二
十
八

年
三
月
三
十
一
日
に
専
決
処
分
を
し
た

も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
間
の
保
険
税
負
担
の
公

平
の
確
保
及
び
低
所
得
者
の
保
険
税
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
課
税
限
度
額

及
び
軽
減
判
定
所
得
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
す
。

　

課
税
限
度
額
の
見
直
し
は
基
礎
課
税

額
で
、
現
行
の
五
十
二
万
円
か
ら
改
正

後
の
五
十
四
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
課
税
額
で
は
、
現
行
の
十
七
万

円
か
ら
改
正
後
の
十
九
万
円
に
、
そ
れ

ぞ
れ
引
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

軽
減
判
定
所
得
の
見
直
し
は
、
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に
お
け
る
被

保
険
者
の
数
に
乗
ず
る
金
額
を
五
割
軽

減
で
、
現
行
の
二
十
六
万
円
か
ら
改
正

後
の
二
十
六
万
五
千
円
に
、
二
割
軽
減

で
は
、
現
行
の
四
十
七
万
円
か
ら
改
正

後
の
四
十
八
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
本
年
第
一
回
定
例
会

で
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
国
か
ら
条
例
準
則
の
改
正
の
通
知

が
あ
り
、
同
条
例
の
う
ち
附
則
の
経
過

措
置
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ

た
の
で
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

日
に
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・
事
業

の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正
と
執
行
残

に
よ
る
不
用
額
を
減
額
補
正
し
た
も
の

で
す
。

　

な
お
、
歳
入
増
加
分
と
歳
出
不
用
額

を
財
政
調
整
基
金
に
二
億
円
、
生
活
環

境
整
備
基
金
に
五
千
三
百
九
十
六
万
六

千
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
松
茂
町
の
社
会
保
障
、

税
及
び
災
害
対
策
の
分
野
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
含
む
特
定
個
人
情
報
を
利
用
す

る
事
務
に
新
た
に
、
松
茂
町
小
児
慢
性

特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

な
ど
四
事
務
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
四
百
十
七
万
九
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
六

十
五
億
八
千
三
百
十
七
万
九
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

松
茂
町
税
条
例
等
の　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

松
茂
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

松
茂
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）（
所
管
分
）

松
茂
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
八
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）
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歳
入
の
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
で
二
百
万
円
の
増
額
補
正
は
、

歳
出
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
に

充
て
る
も
の
で
す
。
繰
越
金
は
、
こ
の

た
び
の
補
正
の
一
般
財
源
と
し
て
増
額

補
正
す
る
も
の
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

一
森　

敬
司

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案
件
の
専
決
四
件

と
議
案
一
件
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・
事
業

の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正
と
執
行
残

に
よ
る
不
用
額
を
減
額
補
正
し
た
も
の

で
す
。

農
地
集
積
協
力
金
交
付
事
業
補
助
金

の
平
成
二
十
七
年
の
実
績
は
ゼ
ロ
と

い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
過
去

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

こ
の
事
業
が
始
ま
り
、
ま
だ
何
年
も

経
過
し
て
な
い
こ
と
か
ら
実
績
は
あ

り
ま
せ
ん
。

農
家
の
方
が
こ
の
制
度
を
十
分
理
解

で
き
て
い
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

担
い
手
農
家
の
研
修
会
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
制
度
の
周
知
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
、

さ
ら
に
町
広
報
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
、

制
度
の
普
及
啓

発
に
努
め
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・
事
業

の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正
と
執
行
残

に
よ
る
不
用
額
を
減
額
補
正
し
た
も
の

で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
末
の
接
続
状
況
は
、

長
岸
地
区
、
中
喜
来
地
区
、
北
川
向
地

区
の
合
計
の
接
続
率
は
約
七
三
％
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
中
に
、
中
喜
来
地
区

で
二
件
と
、
北
川
向
地
区
で
五
件
の
接

続
が
あ
り
ま
し
た
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
一
千
四
百
九
万
一
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
五
億
一
千
三
百
五
十
二
万
一
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
で
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
確
定
に
よ
る
減

額
で
、
歳
出
で
は
、
各
種
事
務
・
事
業

を
実
施
し
た
結
果
の
不
用
額
を
減
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
末
の
接
続
状
況
は
、

公
共
汚
水
ま
す
設
置
戸
数
、
一
千
百
十

六
戸
に
対
し
て
接
続
完
了
戸
数
が
六
百

八
戸
で
接
続
率
は
五
四
・
五
％
で
す
。

　

事
務
事
業
の
確
定
に
よ
り
、
資
本
的

収
入
の
既
定
の
総
額
か
ら
一
千
二
百
八

十
六
万
六
千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の

総
額
を
二
億
二
千
二
百
五
十
九
万
七
千

円
と
し
、
資
本
的
支
出
の
既
定
の
総
額

か
ら
一
千
四
百
九
十
七
万
五
千
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
三
億
七
百
六

十
九
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
費

で
四
百
八
万
九
千
円
の
増
額
補
正
は
、

環
境
美
化
の
た
め
老
朽
化
し
た
公
用
車

ダ
ン
プ
を
買
い
替
え
る
も
の
で
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤　

道
昭

　

付
託
さ
れ
た
承
認
案
件
の
専
決
一
件

は
、原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
の
中
で
の
主
な
も
の
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
各
種
事
務
・
事
業

の
確
定
に
よ
る
増
減
の
補
正
と
執
行
残

に
よ
る
不
用
額
を
減
額
補
正
し
た
も
の

で
す
。

歳
入
の
衛
生
費
県
負
担
金
で
未
熟
児

療
育
医
療
費
負
担
金
が
二
十
二
万
円

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
績
の
件

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）（
所
管
分
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）

ＡＡ

主
な
質
疑
事
項

Ｑ

Ｑ

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
農
業
集
落
排
水
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
公
共
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

平
成
二
十
八
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）（
所
管
分
）

平
成
二
十
七
年
度
松
茂

町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）（
所
管
分
）

Ｑ
主
な
質
疑
事
項
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数
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

平
成
二
十
七
年
度
は
一
件
で
、
そ
れ

以
前
は
四
件
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
、

現
在
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

五
月
三
十
一
日
現
在
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
申
請
者
数
は
一
千
四
百
五

十
九
人
、
交
付
枚
数
は
一
千
五
十
七

枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
員
協
議
会
報
告

　

平
成
二
十
八
年
六
月
六
日
議
員
全
員
、

町
長
は
じ
め
担
当
課
職
員
出
席
の
も
と
、

町
づ
く
り
に
関
わ
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
協
議
い
た
し
ま
し
た
の
で
主
な
内
容

を
報
告
し
ま
す
。

　

松
茂
町
は
、
平
成
十
四
年
に
環
境
施

策
の
基
本
理
念
や
各
主
体
の
責
務
、
環

境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
施
策
の

基
本
と
な
る
条
項
を
定
め
た
「
松
茂
町

環
境
基
本
条
例
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
三
次
及
び
第
四
次
の
松
茂

町
総
合
計
画
な
ど
の
上
位
計
画
と
の
整

合
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
平
成
十
六
年
に
松
茂
町
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
様
々
な
環
境

保
全
・
創
造
に
関
す
る
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
松
茂
町
総
合
計
画
」
の

改
定
を
受
け
、
松
茂
町
環
境
基
本
計
画

の
満
了
期
間
の
た
め
、
松
茂
町
環
境
基

本
計
画
を
改
め
て
、
平
成
二
十
八
年
度

か
ら
平
成
三
十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間

の
計
画
と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

目
指
す
環
境
像
「
育
て
よ
う
緑
、
守

ろ
う
水
辺
、
み
ん
な
で
創
る
環
境
都
市

　

松
茂
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
人
の

生
活
と
自
然
が
調
和
し
た
ま
ち
」「
健

康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
の
ま
ち
」「
み

ん
な
が
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
と
も

に
実
践
す
る
ま
ち
」
の
四
つ
の
基
本
目

標
を
定
め
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
個

別
目
標
の
も
と
に
施
策
を
進
め
ま
す
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
第
五
次
松
茂
町
総
合
計

画
」
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成

三
十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
基
本
構
想
」
が
最
上
位
に

あ
り
、
そ
の
下
に
前
期
五
年
・
後
期
五

年
を
計
画
期
間
と
す
る
「
基
本
計
画
」、

更
に
そ
の
下
に
三
年
間
を
計
画
期
間
と

し
、
毎
年
見
直
し
を
行
う
「
実
施
計
画
」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成

三
十
二
年
度
ま
で
の
「
前
期
基
本
計
画
」

と
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十

年
度
ま
で
の
「
実
施
計
画
」
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
七
年
度
に
総
合
計
画
と
併
せ

て
策
定
さ
れ
た
「
松
茂
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
と
の
関
連
性
も
含
め
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

　

六
月
三
日
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
建
設
課
所
管
の
平
成

二
十
七
年
度
事
業
実
施
箇
所
及
び
平

成
二
十
八
年
度
事
業
予
定
箇
所
の
う

ち
主
要
な
箇
所
を
現
地
視
察
し
た
後
、

担
当
課
よ
り
詳
細
説
明
を
受
け
ま
し

た
の
で
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

道
路
橋
梁
費
の
工
事
請
負
費
で
、

町
道
松
茂
三
号
線
舗
装
等
改
修
工
事

ほ
か
十
八
件
で
六
千
二
百
九
十
万
五

千
円
、
修
繕
料
（
道
路
の
簡
易
な
舗

装
補
修
や
側
溝
補
修
）
で
六
百
五
十

六
万
七
千
円
、
委
託
料
（
側
溝
の
堆

積
物
の
除
去
や
道
路
の
除
草
な
ど
）

で
五
百
七
十
一
万
七
千
円
の
合
計
七

千
五
百
十
八
万
九
千
円
の
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
農
業
土
木
事
業
費
の

工
事
請
負
費
で
、
芦
田
鶴
地
区
外
四

カ
所
の
水
路
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

四
千
九
百
十
九
万
一
千
円
の
事
業
を

地
元
要
望
等
に

よ
り
実
施
し
た

も
の
で
す
。
道

路
橋
梁
費
と
あ

わ
せ
て
総
事
業

費
は
一
億
二
千

四
百
三
十
八
万

円
で
す
。

Ａ ＡＱ
松
茂
町
環
境
基
本
計
画

に
つ
い
て

松
茂
町
環
境
基
本
計
画

に
つ
い
て

第
五
次
松
茂
町
総
合
計
画
、

前
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十

八
～
三
十
二
年
度
）
及
び
実

施
計
画
（
平
成
二
十
八
年
度

版
）に
つ
い
て

第
五
次
松
茂
町
総
合
計
画
、

前
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十

八
～
三
十
二
年
度
）
及
び
実

施
計
画
（
平
成
二
十
八
年
度

版
）に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
事
業

実
施
竣
工
状
況
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
事
業

実
施
竣
工
状
況
に
つ
い
て



まつしげ町議会だより　2016.9　第65号11

　

道
路
橋
梁
費
で
は
、
向
喜
来
地
区

の
橋
梁
架
け
替
え
工
事
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
工
事
請
負
費
で
一
億
円
、

修
繕
料
は
七
百
万
円
、
委
託
料
は
七

百
十
万
円
で
、
合
計
一
億
一
千
四
百

十
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
農
業

土
木
事
業
費
で
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

東
側
水
路
補
修
工
事
ほ
か
工
事
費
五

千
五
百
万
円
を
地
元
要
望
等
に
よ
り

実
施
す
る
予
定
で
す
。
道
路
橋
梁
費

と
あ
わ
せ
て
総
事
業
費
は
一
億
六
千

九
百
十
万
円

を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
に
予
定
し
て
い
る

工
事
の
中
で
水
路
改
修
や
道
路
改
良
な

ど
、
事
前
に
現
地
測
量
や
実
施
設
計
書

作
成
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
本
年
度

の
農
業
土
木
事
業
費
及
び
道
路
橋
梁
費

の
予
算
で
行
い
ま
す
。

　

五
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の
二

日
間
、
東
京
・
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約

一
千
七
百
人
の
議
長
・
副
議
長
等

の
参
加
を
得
て
、「
平
成
二
十
八

年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
町
の
佐

藤
富
男
議
長
・
原
田
副
議
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
町
村
議
会
議

長
・
副
議
長
の
研
鑽
の
場
と
し
て
、

昭
和
五
十
一
年
か
ら
毎
年
行
っ
て

お
り
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
は
副

議
長
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
目
は
、「
地
方
議
会
の
役

割
と
改
革
の
行
方―

『
住
民
自
治

の
根
幹
を
な
す
議
会
』
の
作
動―
」

と
題
し
て
、
山
梨
学
院
大
学
大
学

院
研
究
科
長
・
法
学
部
教
授
の
江

藤
俊
昭
氏
の
基
調
講
演
を
拝
聴
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
村
議
会
特

別
表
彰
の
議
会
か
ら
神
奈
川
県
大

磯
町
議
会
、吉
川
重
雄
議
長
が
「
わ

が
町
の
議
会
活
性
化
へ
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
と
長
野
県
飯
綱
町

議
会
、
寺
島
渉
議
長
が
「
議
会
力

を
向
上
さ
せ
町
長
と
切
磋
琢
磨
す

る
議
会
へ
～
『
学
ぶ
議
会
』
と
『
自

由
討
議
』
が
推
進
力
～
」
と
題
し

て
取
組
事
例
の
報
告
が
あ
り
、
議

会
の
活
性
化
な
ど
非
常
に
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、「
地
域
経
済
の
活

性
化
が
、
日
本
の
元
気
を
取
り
戻

す
」
と
題
し
て
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
・
事
業
創
造
大
学
院
大
学
客

員
教
授
の
伊
藤
聡
子
氏
、「
今
後

の
政
局
・
政
治
の
動
き
を
読
む
！
」

と
題
し
て
、
読
売
新
聞
特
別
編
集

員
の
橋
本
五
郎
氏
の
基
調
講
演
が

あ
り
拝
聴
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
事
業

施
行
実
施
設
計
要
望
箇

所
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
事
業

施
行
実
施
設
計
要
望
箇

所
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
事
業

施
行
要
望
箇
所
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
事
業

施
行
要
望
箇
所
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

平
成
二
十
八
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

長野県飯綱町議会　寺島渉議長の発表読売新聞特別編集員　橋本五郎氏の講演
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編 

集 

後 

記

　

政
府
は
、
八
月
二
日
の
臨
時
閣
議
で

事
業
費
二
十
八
兆
一
千
億
円
の
経
済
対

策
を
決
定
し
た
。
九
月
に
召
集
さ
れ
る

臨
時
国
会
に
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ

れ
る
。

　

概
要
に
よ
る
と
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
に
向
け
、
低
所
得
者
を
対
象
に
給

付
金
を
給
付
、
無
年
金
者
救
済
策
と
し

て
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
加
入
期

間
の
短
縮
、
雇
用
保
険
料
を
引
き
下
げ

家
計
と
企
業
の
負
担
を
軽
減
、
返
済
不

要
の
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
、
訪
日
客

誘
致
や
農
産
物
輸
出
を
後
押
し
す
る
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
、
中
小
企
業
へ
の
低
金

利
融
資
等
々
、
こ
の
ほ
か
盛
り
た
く
さ

ん
の
施
策
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

我
々
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町

と
と
も
に
こ
の
経
済
対
策
を
も
っ
と
深

く
研
究
し
、
松
茂
町
の
発
展
に
生
か
し

た
い
。

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

佐
藤
道
昭

副
委
員
長　

原
田
幹
夫

委
員　

佐
藤
禎
宏

委
員　

板
東
絹
代

委
員　

鎌
田
寛
司

　

七
月
十
九
日
徳
島
市
で
徳
島
県
町
村

議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
平
成
二
十
八

年
度
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
徳
島
県
内
全
町
村

議
会
議
員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
が
、

本
年
度
は
、
本
年
一
月
六
日
に
徳
島
県

議
会
、
徳
島
県
市
議
会
議
長
会
、
徳
島

県
町
村
議
会
議
長
会
が
連
携
協
定
を
締

結
し
た
こ
と
に
よ
り
徳
島
県
内
議
会
三

団
体
連
携
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
松
茂
町
議
会
は
全

員
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

「
日
本
人
に
国
を
守
れ
る
の
か
」
と

題
し
て
国
際
政
治
・
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト

の
小
川
和
久
氏
、
「
最
近
の
政
治
と
経

済
」
と
題
し

て
福
山
大
学

客
員
教
授
の

田
中
秀
征
氏

の
講
演
が
あ

り
拝
聴
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

平
成
二
十
八
年
度

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

平
成
二
十
八
年
度

徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

講師　小川和久氏講師　田中秀征氏


